
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  令和２年５月１５日 

学校名 福井市清水東小学校   

校長氏名 髙澤 輝美      

 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

① 清水東地区の環境、地球環境について学習します。 
② 水や電気などの資源を大切に使います。 
③ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

① 環境学習 
・清水東地区の自然環境について生活科や総合的な学習の時間、理科、社会科などで 

積極的に学習します。 

② 節電・節水の取り組み 
・トイレや手洗い場付近にポスターを貼り、節電、節水を呼びかけます。 

・農園や水やり、プール、融雪用水には、地下水を利用します。 

・使用していない教室や廊下の電気はこまめに消します。 

③ 地域と連携して分別回収・美化活動 
・学校で育てた花のプランターを地域に寄贈します。 

・古紙や空き瓶、アルミ缶の回収をＰＴＡや地域と連携して実施します。 

 

★ ＥＳＤポイント 

①の環境学習において、清水東地区の自然や歴史などについて、生活科や総合的な学習

の時間、理科、社会科で学んだことを、学習発表会（東っ子フェスタ）で異学年や保護

者、地域の人に伝える。 

                          （協力・コミュニケーション） 



様式第２号                                                  （提出日）令和 ３年 ２月 ２日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名  

清水東小学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

④ 清水東地区の環境、地球環境について学習します。 
⑤ 水や電気などの資源を大切に使います。 
⑥ 地域と連携し、清掃活動やリサイクルに努めます。  

２ 取組内容 

④ 環境学習 
・地区のビオトープに生息する植物や生き物を年に 2回観察し、ゲストティーチャーから

話を聞きました。（5年生） 

 ・清水公民館主催の菅田刈りに参加しました。（5年生） 

 ・学校畑での野菜作りを通して、地域の自然や環境の大切さを体感しました。（全学年） 

 

 

 

 

 

 

【ビオトープ観察】            【菅田刈り】 

⑤ 節電・節水の取り組み（全校） 
・電気スイッチや手洗い場付近にポスターを掲示し、節電、節水を呼びかけました。 

・学校畑や花壇の水やり、プール、融雪用水には、地下水を利用しています。 

・教室にリサイクルボックスを置き、紙やプラスチックの再利用を促進しました。 

 

 

 

 

 

【節電・節水を呼びかける掲示】        【リサイクルボックス】 

⑥ 地域と連携して分別回収・美化活動 
・9 月にＰＴＡや地域と連携して資源回収を実施しました。 

・学校で育てた花のプランターを地域に寄贈します。 

 

 

              【プランターで花の栽培】 

 

 



 
 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点を取り入れたポイントを記載して下さい。） 

①のビオトープ観察では、自分たちが周囲の環境や他の生物と関わり合いながら生活して 

いることを知り、生物多様性について理解することができました。（相互性・多様性） 

また、菅田刈りを通して気づいたことや清水東地区の自然や歴史などについて学んだこと 

をまとめて、学習発表会（東っ子フェスタ）で異学年や保護者に伝えることができました                 

（協力・コミュニケーション） 

３ 

見
直
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 【具体的効果】 

①生活科や総合の時間に地域の自然環境を学習することにより、清水東地区の自然環

境の豊かさを実感し、自然環境を大切にしようとする意識が育ってきています。 

②ポスターを見て児童が自ら節電、節水を呼びかけ合ったり、ゴミの分別を行ったり

することにより、省エネに対する意識が高まってきています。 

【改善点】 

・児童数の減少や限られた時間での委員会活動を工夫し、持続可能な環境保護活動を

工夫する必要があります。 

・それぞれの学年が環境学習で学んだことを校内で伝え合う機会を持ち、環境を守っ

ていく意識を全校に広めていきたいです。 

・コロナ禍で換気しながらのエアコンや暖房使用、手洗い回数の増加の状況下であり

ますが、共に、節電・節水の呼びかけも大切するような呼びかけを根気よく続けて

いく必要性を感じます。 


